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まで陸続と発表され るナチ関連映画 基盤と言ってよい。映画そのものに 深く感動したものの、 「ホロコーストの描き方は果たしてこ でよいのだろうか？」という漠とした違和感が、 「ナチ体制におけ ふつう 人びと」いうその後の研究テーマに繋がった うにも思 。　
だが、当時は知る由もなかったが、研究者としての私の
「かたち」に大きな影響を与えたのは後者だった。性の目覚めや母親への悪口など、それまで伏せられていた箇所
含めて初めて刊行されるということで、正直あまり上品とは言えない好奇心から本書を手に取った。しかし、読み始めるとこれが抜群に面白い。伏せられていた箇所が読めるということが面白いのではない。他人の日記を読むということが、とにかく理屈抜きに面白いのだ。何かこう、いままでは「歴史」 して理解し いたものが、突如「人間」として現れてくるような。そこま わかる か、そこまで当時の人びとは語っていたのか、という驚きと興奮　
以前勤めていた女子大では『アンネの日記』を演習の素
材 使っていたのだが、これを読むことで学生の歴史に対す 感覚の「何か」が変わるという実感 あった。ユダヤ人だから、戦争中だから、占領下だからという、その時代固有の要因を理解するこ はもちろん ても重要。そして、思春期の少女 あればおそらくどの国でも思 煩うようなおのでら・たくや
　
世界言語社会教育センター特任講師。主な著書に、 『野
戦郵便から読み解く「ふつうのドイツ兵」――第二次世界大戦末期におけるイデオロギーと「主体性」 』 （山川出版社、 〇一二年） 。主な訳書に、ゼンケ・ナイツェル、ハラルト・ヴェルツァー『兵士というもの――ドイツ兵捕虜盗聴記録に見る戦争の心理』 （みすず書房、二〇一八年）がある。
過去の人びとの手紙を読むということ
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